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北
条
一
門
に
よ
る
得
宗
専
制
の
時
期
に
は

い
り
︑
九
州
の
探
題
と
な
っ
た
北
条
氏
l

門

の
支
配
下
に
あ
っ
た
十
二
代
菊
池
武
時
は
︑

名
門
を
自
負
す
る
反
幕
府
的
な
気
持
ち
が
t

A
T
L
t
′
、
_
L
L
h
、
つ

天
皇
か
ら
の
勅
証
を
直
接
の
動
機
と
し
て
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護
良
親
王
の
密
使
を
託
さ
れ
た
武
時
は
︑

少
弐
・
大
友
I
1
人
と
挙
兵
の
密
約
を
交
わ
し

た
が
︑
ど
た
ん
場
で
変
心
し
た
少
弐
︑
大
友

は
北
条
側
に
つ
き
︑
慣
激
し
た
武
時
は
︑
元

弘
三
年
二
三
三
三
年
)

︑
単
独
で
探
題
襲

]
∴
」
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覚
悟
し
た
と
き
へ　
少
式
︑
大
友
ら
の
大
軍
が

菊
池
勢
の
背
後
か
ら
攻
め
寄
せ
へ　
形
勢
は
逆

だ
.
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二

分
'
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人
J

に
呼
び
寄
せ
て
︑
「
没
は
急
ぎ
菊
池
に
帰
り

て
︑
城
を
堅
く
し
︑
兵
を
盛
ん
に
し
て
︑
我

が
生
前
の
恨
み
を
死
後
に
報
ぜ
よ
し
と
諭
し

1
∴今

生
の
別
れ
と
な
っ
た
︒

故
郷
に
今
宵
ば
か
り
の
命
と
も

如
ら
で
や
人
の
わ
か
を
持
つ
ら
む

え・泉雄一さん



財
.

固　
辞

公
有
財
産
(

建
物
)

を

処
分
し
ま
す

▽
処
分
物
件

Ⅲ
佃
第
三
幼
楽
園

・
園
舎　
木
造
平
屋
建
て

(
五
〇
三
︑
三
八
平
方
ⅿ
)

畑
㈹
日
本
た
ば
こ
産
業
㈱
菊
池
営
業
所

・
倉
庫　
軽
量
鉄
骨
造
ス
レ
ー
ト
葺

(
五
二
︑
三
六
平
方
ⅿ
)

・
共
同
住
宅　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

二
・
!　

I
'
.

・(
1
二
二
︑
〇
四
平
方
ⅿ
)

・
附
属
建
物　
六
件

(
一
八
三
︑
二
二
平
方
ⅿ
)

▽
処
分
の
方
法

一
般
競
争
入
札
に
よ
る
売
却

▽
現
場
説
明

七
月
一
日
㈲
午
前
十
時
～

▽
入
札
お
よ
び
開
札
の
場
所

市
役
所
三
階
大
会
議
室

幽
E
T
H
'
4

七
月
1
日　
午
後
l

時
三
十
分

※
詳
し
い
こ
と
は
︑
同
課
管
財
係
に
お

尋
ね
下
さ
い
︒

開
田
間
藤
嘘
魁

日
本
脳
炎
予
防
接
種

今
年
も
や
が
て
︑
日
本
脳
炎
の
発
生

時
期
を
迎
え
ま
す
︒
熊
本
県
は
︑
日
本

脳
炎
の
多
発
県
で
も
あ
り
ま
す
︒
予
防

接
種
を
受
け
︑
日
本
脳
炎
か
ら
身
を
守

り
ま
し
ょ
う
︒

▽
対
象
者　
満
三
歳
以
上

▽
日
時
・
場
所

■
文
化
会
館

七
月
二
・
九
・
十
六
日

午
後
一
時
三
十
分
～
二
時
三
十
分

表
郡
市
医
師
会
立
病
院

七
月
二
十
三
日

午
後
一
時
三
十
分
～
二
時

▽
持
参
す
る
物

予
防
接
種
料
金
一
回
五
百
六
十
五
円

印
か
ん

▽
注
意
事
項

当
日
十
一
時
ご
ろ
の
体
温
を
測
っ
て

来
て
下
さ
い
︒

今
年
へ
初
め
て
日
本
脳
炎
の
予
防
接

種
を
受
け
る
人
は
、
一
～
二
週
間
隔

で
二
回
受
け
ま
す
︒
毎
年
受
け
て
い

る
人
は
︑
一
回
受
け
て
下
さ
い
︒

※
詳
し
­
は
︑
同
課
予
防
衛
生
係
へ
︒

苛
性

/負.③1­・*蝣サ**­,ォ­­読

■
鳥
名　
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
(
g
H
­
塞
)

l
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特
長　
燕
雀
日
の
小
鳥
︒
体
長
十

四
・
五
㌢
︒
欧
亜
大
陸
に
広
く
分
布
︒

ツツピーツツピーと鳴くこの
鳥は、スズメ大で背が灰青色頬
に大きな白紋があり、喉から下
腹部へかけて黒い太い帯がのび
ているo T度、ネワタイのよう
に見える。

庭先の垂酎更受けやガードレー
ルの支柱の中に巣を作ったりし
て、新聞で話題になることも"*'。

(菊池川野鳥の会)
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七
月
一
日
現
在
で
、
_
平
成
三
年
事

業
所
統
計
調
査
︑
商
業
統
計
調
査
が

全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
︒

こ
の
二
つ
の
調
査
は
︑
統
計
法
に

基
づ
い
て
実
施
さ
れ
る
国
の
重
要
な

調
査
で
す
︒
調
査
の
対
象
と
な
る
の

は
︑
農
林
漁
家
を
除
­
す
べ
て
の
事

業
所
で
す
︒

¥mw>.墨壷SJ

六
月
下
旬
︑
調
査
員
が
調
査
票
の

記
入
を
お
願
い
に
︑
各
事
業
所
︑
商

店
を
訪
問
い
た
し
ま
す
の
で
︑
ご
協

力
下
さ
い
︒
疑
問
点
や
不
明
な
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
︑
お
気
軽
に
お
尋
ね

下
さ
い
O
記
入
後
は
︑
調
査
員
が
回

収
に
ま
い
り
ま
す
︒　
(

総
務
課
)

補助金交付受付は終了しました
広
報
五
月
一
日
号

で
合
併
処
理
浄
化
槽

普
及
促
進
を
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
︑
平
成
三
年

度
当
初
計
画
の
基
数

に
達
し
ま
し
た
の
で
︑

補
助
金
交
付
の
受
け

付
け
を
終
了
し
ま
す
︒

今
後
と
も
市
民
の

皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
︒

子
宮
が
ん

施
設
(

病
院
)

検
診

子
宮
が
ん
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
へ

対
象
者
は
も
れ
な
­
受
診
し
ま
し
ょ
う
︒

▽
対
象
者　
三
十
歳
以
上
の
女
性

▽
料　
金　
七
百
円

た
だ
し
︑
次
の
方
は
無
料
で
す
︒
証

明
書
を
提
出
し
て
下
さ
い
︒

・
七
十
歳
以
上
の
方
­
医
療
受
給
者
証

(市民課発行)

・
生
活
保
護
世
帯
の
方
­
保
護
証
明
書

(
福
祉
事
務
所
発
行
)

・
市
県
民
税
非
課
税
証
明
書
(

市
民
課

発行)

▽
注
意
事
項　
直
接
︑
検
診
施
設
へ
お

い
で
下
さ
い
︒
検
診
は
痛
み
が
な
­

短
い
時
間
で
終
わ
り
ま
す
︒

※
詳
し
く
は
︑
同
課
予
防
衛
生
係
へ
︒

●　ト子宮ガン施設(病院)検診日程表
月 日 施 設

7 月l 日旧)
2 日㈹
3 日㈱
4 日湘

斉藤産婦人科医院

8 日網)
9 a w
IOBitIO
11日休3

黒川産婦人科医院

15日田)
16日㈹
17日㈹
l8日閑

米田産婦人科医院

※受付時間はいずれも14: 30­15:30

I
畠
再
起
宙

固
迫
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団
­
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三二­、恵三去
散布する際には

使用時期や使用国数を守ろう

農
薬
は
︑
病
害
虫
や
雑
草
か
ら
農
作

物
を
守
っ
た
り
︑
農
作
物
の
安
定
的
生

産
を
図
っ
た
り
す
る
た
め
に
︑
必
要
不

可
欠
な
も
の
で
す
︒
農
業
者
は
も
ち
ろ

ん
︑
ゴ
ル
フ
場
の
グ
リ
ー
ン
キ
ー
パ
ー

な
ど
も
使
用
し
て
い
ま
す
︒

し
か
し
︑
そ
の
取
り
扱
い
方
を
誤
っ

た
り
︑
不
正
粗
悪
な
無
登
録
農
薬
が
使

用
さ
れ
た
り
し
た
場
合
に
は
︑
使
用
者

や
周
辺
の
人
々
の
健
康
お
よ
び
環
境
な

ど
に
︑
悪
影
響
を
も
た
ら
す
恐
れ
が
あ

り
ま
す
︒
ま
た
︑
生
産
さ
れ
た
農
作
物

の
安
全
性
に
も
︑
支
障
を
き
た
す
恐
れ

が
あ
り
ま
す
︒

散
布
す
る
際
は
︑
農
薬
の
容
器
の
表

示
事
項
を
よ
く
読
み
︑
指
示
に
従
っ
て

下
さ
い
︒
ま
た
︑
体
調
の
す
ぐ
れ
な
い

と
き
は
'

散
布
作
業
は
控
え
ま
し
ょ
う
︒

こ
の
ほ
か
︑
農
薬
に
よ
る
自
殺
や
他
殺
︑

誤
飲
な
ど
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
も
︑

専
用
の
保
管
場
所
に
置
き
︑
必
ず
鍵
を

か
け
ま
し
ょ
う
︒
ま
た
︑
無
登
録
農
薬

は
︑
絶
対
に
使
用
し
な
い
よ
う
に
し
ま

しょう︒

に
し
ま
す
︒

手
指
の
傷
が
食
中
毒
の
原
因
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
︒

'­­.i 'V'母　

線　

感
園

*
r
c
欺
く
に
は

梅
雨
の
時
期
は
気
温
と
湿
度
で
︑
細

菌
が
急
速
に
繁
殖
し
て
︑
食
中
毒
を
引

き
お
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒

・
ふ
き
ん
・
ま
な
板
・
包
丁
・
ス
ポ
ン

ジ
な
ど
は
細
菌
の
温
床
に
な
り
や
す

い
の
で
︑
こ
ま
め
に
熱
湯
消
毒
︑
日

光
消
毒
を
し
て
繁
殖
を
防
ぎ
ま
す
︒

・
肉
や
魚
を
使
っ
た
後
の
ま
な
板
や
包

丁
は
熱
湯
を
か
け
て
始
末
す
る
よ
う

児童手当受給者の皆さんへ

児
童
手
当
受
給
者
は
︑
毎

年
六
月
中
に
本
年
六
月
言
」

の
現
況
に
つ
い
て
︑
現
況
序

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
︒
届
出
用
紙
等
を
送
付

し
ま
す
の
で
︑
注
意
事
項
を

よ
ノ
＼
読
ん
で
期
日
ま
で
に
提

出
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
︒
な
お
︑
二
の
届
を
提

出
さ
れ
な
い
場
合
は
︑
六
月

以
降
の
手
当
が
支
給
で
き
な

­
な
り
ま
す
︒
国
民
年
金
に

7
月
の

付
紙
ご
と
相
鉄

3
・
柑
・
r
­
・
c
m
・
r
0
日
(

水
曜
)

市
役
所
第
二
庁
舎
内
会
議
室
で
︑

午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時
半
ま
で
お

待
ち
し
て
い
ま
す
︒

◇
無　
料

◇
秘
密
は
固
­
守
ら
れ
ま
す
︒

加
入
の
方
は
別
途
ハ
ガ
キ
に
て
通
知
い

た
し
ま
す
︒

▽
二
～
五
日
分
の
児
童
手
当
を
六
月
十

日
に
指
定
口
座
へ
振
り
込
み
ま
し
た
の

で
記
帳
後
確
認
お
願
い
し
ま
す
︒

※
詳
し
­
は
︑
同
課
福
祉
係
ま
で
︒

∵
　

　

・

・
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除
お
よ
び
配
偶
者
特
別
控
除
の
引
き

上げ︒

平
成
三
年
度
も
個
人
住
民
税

の
減
税
が
実
施
さ
れ
ま
す

個
人
住
民
税
は
︑
平
成
元
年
度
へ　
二

年
度
と
減
税
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
'

先
の
税
制
改
正
に
よ
り
平
成
三
年
度
は
︑

土
地
の
評
価
替
え
に
伴
う
固
定
資
産
税

の
負
担
増
を
配
意
し
て
︑
単
年
度
の
規

模
と
し
て
は
過
去
華
南
の
減
税
が
実
施

さ
れ
ま
す
︒

〔
改
正
の
内
容
〕

0
所
得
割
の
税
率
の
適
用
区
分
見
直
し

口
基
礎
控
除
︑
配
偶
者
控
除
︑
扶
養
控

ト各控除額
項 目 ～改正前 改正後

基 礎 控 除 30万 甲 3†万円

配 偶 者 控 除 ! 30万 円 い 一万円

扶 養 控 除 3亡j M 31万円

配偶 者特別控 除 30万 円 3一万 円

ト県民税所得割
改 正 前 ! 改 正 後

課 税 所 得
】i 税率 課 税 所 得 税 率

500万 円以下
】2 %

­
550万 円以 下 2 %

超 える ! 4 %500万 円を 550万円を
超え る 4 %

ト市民税所得割
改 正 前 ! 改 正 後

課 税 所 得 税 率 課 税 所 得 税率
i

120万円以下 3 % 160万 円以下 3 %

120万円を 8 % ー60万 円を 8 %超え る 超える
500万 円を

超える l 一% 550万 円を
超 える l 一%

固
定
資
雇
税
の
免
税
点
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た

固
定
資
産
税
の
免
税
点
と
は
︑
同
一
人
が

所
有
す
る
土
地
︑
家
屋
︑
償
却
資
産
の
そ
れ

ぞ
れ
の
課
税
標
準

額
が
︑
原
則
と
し

て
次
の
金
額
に
満

た
な
い
場
合
に
は
︑

そ
の
満
た
な
い
部

分
に
つ
い
て
固
定

資
産
税
は
課
税
さ

れ
ま
せ
ん
︒

※
詳
し
く
は
︑
同

課へ︒

種 目 改正前 改正後

土 地 ­ 15万円. 30万円
­

家 屋 8万円 I
20万円

償却資産 100万円
A

恒 0万円

3



わ
が
町
わ
が
村

▽
労
働
(

第
三
次
産
業
就
業
者
割
合
)

日
本
の
産
業
構
造
は
'

第
三
次
産
業

就
業
者
の
割
合
が
高
­
な
り
へ　
サ
ー
ビ

ス
経
済
化
の
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
︒

第
三
次
産
業
就
業
者
割
合
の
最
も
高

い
の
は
︑
神
奈
川
県
箱
根
町
の
八
七
・

九
㌫
︑
以
下
︑
群
馬
県
草
津
町
の
八
七
・

八
㌫
︑
群
馬
県
伊
香
保
町
の
八
六
.

・
八

㌫
と
上
位
三
町
村
が
温
泉
町
で
占
め
ら

れ
て
お
り
へ　
ベ
ス
ト
テ
ン
に
は
六
市
町

村
も
観
光
の
町
が
登
場
し
て
い
ま
す
︒

し
か
し
︑
最
近
で
は
情
報
通
信
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
産
業
が
急
速
に
伸
び
て
お

り
︑
福
岡
市
中
央
区
(

八
五
・
八
㌫
)

︑

札
幌
市
中
央
区
(

八
五
・
〇
㌫
)

︑
東

京
都
千
代
田
区
(

八
三
・
六
㌫
)

︑
東

京
都
港
区
(

八
二
・
五
㌫
)

な
ど
︑
金

融
︑
流
通
︑
情
報
産
業
等
が
集
中
し
て

い
る
大
都
市
の
区
が
続
い
て
い
ま
す
︒

一
方
︑
第
三
次
産
業
就
業
者
割
合
の

●

最
も
低
い
の
は
秋
田
県
大
潟
村
の
一

四
・
〇
㌫
︑
以
下
︑
福
島
県
飯
館
村
の

一
七
二
ハ
㌫
︑
広
島
県
豊
浜
町
の
一

九
・
〇
㌫
と
農
林
漁
業
地
区
で
あ
り
︑

こ
れ
ら
の
町
村
で
は
第
一
次
産
業
就
業

者
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
︒

※
菊
池
市
の
第
三
次
産
業

就
業
者
の
割
合
は
四
九
・

七
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

Ⅹ
り
芸
M
よ
り
蝣
H
C
H
h
よ
り
Y
入
り
J
H
L 
I　

‥
Ⅹ
‥
i
J
A
‥
︑
M
­
=
Y
A
‥
X
n
Y
L
‥
Y
‥　
　

分
‥
r
l
'

ハ
ト
r
w
!

コ
ハ
L
t
=
ユ
h
I

よ
り
Ⅹ
U
A　
>
­
*
.

り

戦中・戦後
沖縄の母たちは何をみたカ・0
­平和の大切さを描く­

r南の島か6」菊池公演
〔劇団はぐるま座〕

H,

ト第3次産業就業者割合ベスト10
低い市区町村高い市区町村

①秋田県　大潟村14.0%

②福島県　飯舘村17.6

⑳広島県　豊浜町19.0

④秋田県　鳥海町19.2

⑤北海道　北　　村19.3

⑤秋田県　東由利町19.3

⑦福島県　昭和村19.4

⑳福島県　若尾村19.7

◎北海道　椴法華村19.8

◎熊本県　清和村19.(

①神奈川県　箱根町　87.9%

⑳群馬県　草津町　87.8

③群馬県　伊香保町　86.8

④福岡市　中央区　85.8

⑤札幌市　中央区　i.O

◎東京都　千代田区　).6

⑦山梨県　山中湖村　3.4

⑦兵庫県　城崎町　J.4

⑳東京都　港　　区　!.5

◎静岡県　熱海市　1.5
(出典: 「市区町村の指標(平成2年)」­データ年次二昭和60年­)

▽
と　

き　

6
月
2
9
日
出

午
後
6
時
3
0
分
開
演

▽
と
こ
ろ　

市
文
化
会
館

▽
料　
金
(

前
売
り
)

一
般　
c
N
J
L
O
O
0
円

・
中
高
生　

h
O
O
0
円

・
小
学
生　
　

5
0
0
円

登
別
売
り
券
は
︑
市
役
所

売
店
に
も
置
い
て
あ
り
ま

す
︒

霊霊芝ct*)購入希望の調査
遊歩」.を希望の万も併せて受け付け
ます。
♭価　格

・菊池市史(上巻) 6,500円
・菊池の歴史遊歩　　500円
※Td:あ、菊池市史(下巻) 5.C

,1

円は在庫があります0　　　　　8
♭申し込み先　市中央公民館　_　　委・)

(℡⑳1672)へ。 ;至Y:)

()

I,r
I、

本市の古代社会(原始時代)から
中世(菊池一族に関すること)まで
を、一冊にまとめた「菊池市史(上
巻)」が完売された後も申し込みが
絶えませ'I'。

購入希望者が多いようであれば増
刷を計画したいと思いますので、ご
希望の万はご連絡下さい。

また、手軽なガイドブツワとして
好評をいただきました「菊池の歴史

H
I

∵
∴
L
‥　

‥
・
­
4
1
.
1
∵
・
.
1
‥
f
t
"
>
­ 

'
­
J

︑
t

∵　

∴
1
‥　

∵
し
一　

∴
1
.
­

リ
文　
一
も
り
)

入
り
H
"
'
}
­
*
蝣
り
Ⅹ
・
=
工

Ⅹ
・ )

て

〕、、 ‥..　‥　‥.　　・ ‥　　　　　　　　　　　­　‥　、

­　A　­

卵
を
使
っ
た
料
理
を
さ
れ
る
家
庭
は

多
い
と
思
い
ま
す
が
︑
卵
の
保
存
方
法

や
鮮
度
の
見
分
け
方
な
ど
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
︒

卵
の
置
き
方
な
ん
て
︑
ど
う
置
い
て

も
い
い
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
︑

実
は
︑
卵
は
生
き
て
い
て
︑
呼
吸
を
し

て
い
る
の
で
︑
置
き
方
1
つ
で
卵
の
鮮

度
の
も
ち
が
大
分
違
っ
て
き
ま
す
︒

卵
に
は
「
気
室
」
と
呼
ば
れ
る
空
気

の
部
屋
が
あ
り
へ　
こ
の
部
屋
を
通
し
て
︑

外
界
と
呼
吸
し
て
い
ま
す
︒
で
す
か
ら

こ
の
部
分
を
下
に
し
て
置
い
て
し
ま
う

と
、
卵
は
い
わ
ゆ
る
〟
呼
吸
困
難
〟
に

陥
り
︑
鮮
度
が
早
­
落
ち
て
し
ま
い
ま

す
︒
不
安
定
で
も
︑
先
の
と
が
っ
た
方

を
下
に
置
­
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
︒

おわびと訂正

本
紙
四
月
l
日
号
の
二
～

三
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
し
た

「
平
成
三
年
度
一
般
会
計
予

算
額
」
は
︑
1
部
イ
ン
ク
の

か
ぶ
り
で
︑
見
づ
ら
い
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
し
た
︒
お
わ
び

し
て
'

訂
正
し
ま
す
︒

▽
正
し
­
は
­
I

自
主
財
源

三
二
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
︑
投

資
的
経
費
二
1
・
六
㌫
で
す
O

育痛
く
県
政
教
室
」
参
加
者

県
で
は
︑
県
や
そ
の
他
の
公
共
施
設

な
ど
を
紹
介
し
︑
県
政
へ
の
理
解
と
認

識
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と

します︒

▽
対
象
者

・
親
子
コ
ー
ス　
ー　
親
と
子
ど
も
(

小

学
生
以
上
)　

の
ペ
ア

・
一
般
コ
ー
ス　
ー　
1 
8
歳
以
上
の
男
女

▽
申
し
込
み
期
限　
六
月
二
十
t

日
側

ま
で
(

当
日
消
印
有
効
)

▽
参
加
費　
無
料
(

昼
食
等
は
持
参
)

▽
申
し
込
み
方
法
・
問
い
合
わ
せ

往
復
ハ
ガ
キ
に
希
望
の
コ
ー
ス　
(

第

三
希
望
ま
で
)

と
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
職
場
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
︑

〒
8
6
2　

熊
本
市
水
前
寺
6
丁
目

1 
8
番
1
号　
熊
本
県
広
報
課
「
動
­

県
政
教
室
」
係
(℡
o
a
>
c
0
­
­
r
o
o
c

3
­
­
1
,
­
1
­
.
r
­
i
;　

へ
︒

※
コ
ー
ス
は
︑
全
部
で
1 
4
コ
ー
ス
︒

㊥　
第
八
コ
ー
ス　
八
月
六
日
㈱

菊
池
事
務
所
～
希
望
の
里
　
(
ホ
ン

ダ
・
松
橋
療
護
園
)
～
中
央
町
(
日
本

一
の
石
段
)
～
鳥
獣
保
護
セ
ン
タ
ー
～

福
祉
総
合
相
談
所
～
菊
池
事
務
所

ふ
る
さ
と
熊
本
の

樹
木
の
推
せ
ん
を

県
で
は
︑
自
然
を
大
事
に
す
る
心
を

育
て
︑
県
民
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
維

持
す
る
た
め
へ　
ふ
る
さ
と
の
象
徴
と
し

て
地
域
に
残
っ
て
い
る
古
木
︑
巨
樹
︑

め
ず
ら
し
い
木
を
「
ふ
る
さ
と
熊
本
の

樹
木
」
と
し
て
登
録
す
る
事
業
を
行
っ

ています︒

▽
推
せ
ん
基
準

0
樹
齢
が
お
お
む
ね
百
年
以
上
の
古
木
︑

胸
高
周
園
長
t

・
三
ⅿ
か
つ
︑
樹
高

十
三
ⅿ
以
上
の
巨
木
︑
珍
し
い
木

口
高
原
︑
岸
壁
︑
河
川
な
ど
自
然
景
観

や
神
社
︑
仏
閣
︑
旧
跡
へ
屋
敷
な
ど

と
一
体
と
な
っ
て
す
ぐ
れ
た
風
景
を

有
す
る
も
の

日
そ
の
他
基
準
有
り

▽
応
募
締
め
切
り　
八
月
三
十
一
日

▽
推
せ
ん
方
法
・
問
い
合
わ
せ

ハ
ガ
キ
に
︑
「
ふ
る
さ
と
熊
本
の
樹

木
推
せ
ん
芦
と
書
き
へ
推
せ
ん
者

の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
︑
ま
た

樹
木
の
呼
称
・
樹
種
・
所
在
を
記
入

の
上
︑
〒
8
6
2　
熊
本
市
水
前
寺

6
丁
目
1 
8
番
1
号　
熊
本
県
環
境
保

全課(℡OocD­COCOC0­­­H'­J

l
l
)　

へ
︒
電
話
で
も
可
︒
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シリーズ⑳

­違憲*蝣iきミ慧還昌­
加盟アマドコロ琶装呈

アマドコロの名は、甘みのあること・根茎が
ヤマイモ科のトコロに似ていることから、この
名がある。
D,採　収　春から秋に根茎を堀り上げ水洗いし
て、縦割りにして日干しする。
♭薬効と用い万
(1)滋養・強壮・立精薬で、中風による足の筋肉

障害を取り除き、永く服用すると血色が良く
なり、長生きすると言われている。
1 Ej量5­10iに水0.4aで半量まで煎じつ
め、 1日3回食間に服用する。

(2)打撲傷には、粉末を食酢で練り患部に厚くは
cT"i

(3)4f弓から10月にかけ採収した根茎20­30 <に
氷砂糖100gを加
え、焼酎0.7aを
注入して3カ月、
さかすき一杯のむ。

♭あ問い合オつせ
市野瀬　葛原芳雄
(℡⑳1 0960

(敬称略)

香
典
逢
し

(
)

内
は
亡
­
な
ら
れ
た
方

社
会
福
祉
協
議
会
へ

○
上　
町　
田
代
武
士
(

父
義
雄
9
9
)

○
木
相
子　
岡
本
藤
子
(

夫
忠
一
5
8
)

○
甲
森
北　
宮
川
サ
カ
エ
(

夫
算
8
2
)

○
大　
柿　
中
村
時
春
(

父
秋
鷺
7
6
)

○
東　
正　
小
林
家
信
(

妻
フ
ジ
エ
g
g
)

○
高
野
瀬　
朝
岡
ヨ
ツ
エ
(

夫
吉
之
助

7
8
)

○
堀　
切　
中
原
定
蔵
(

母
シ
ズ
オ
8
9
)

○
高
野
瀬　
岡
本
ス
ミ
エ
(

夫
亘
8
5
)

○
通　
園　
寺
井
ハ
ヤ
子
(

夫
数
雄
8
4
)

○
広　
瀬　
笠
智
能
子
(

夫
義
雄
8
3
)

○
正
院
町　
高
城
房
子
(

母
マ
ツ
9
0
)

○
旭
志
村　
山
田
キ
ミ
子
(

父
嘉
信
S
)

○
袈
裟
尾　
奥
田
義
明
(

母
ト
キ
エ
9
3
)

受
付
　
四
月
二
十
1
日
～
五
月
二
十
一

`
日

合
計　
六
十
八
万
円

累
計　
百
三
十
五
万
円

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
つ
ま
ご
め
荘
へ

○
正
院
町　
高
城
房
子
(

母
マ
ツ
)

一
枚
寄
付

花
房
小
学
校
へ

○
卒
業
生
一
同
(

ワ
イ
ヤ
レ
ス
ア
ン
プ

一
式
­
十
二
万
円
相
当
)

○
西
合
志
町　
古
庄
エ
ミ
(

ス
ラ
イ
ド

・
書
棚
ほ
か
­
七
万
六
千
円
相
当
)

河
原
小
学
校
へ

○
河
原
校
区
ミ
ニ
バ
レ
ー
ク
ラ
ブ
(

雑

巾
三
十
枚
)

豊
間
小
学
校
へ

o
p
T
A
簡
易
団
体
保
険
(

剣
道
防
具

ほ
か
­
十
七
万
五
千
円
相
当
)

○
卒
業
生
一
同
(

ス
リ
ッ
パ
百
足
)

迫
水
小
学
校
へ

○
重
味
西
部
老
人
ク
ラ
ブ
(

竹
ぼ
う
き

三
十
五
本
・
雑
巾
五
十
六
枚
)

○
水
源
せ
せ
ら
ぎ
会
(

イ
チ
ョ
ウ
・
ク

ス
大
木
各
1
本
)

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
つ
ま
ご
め
荘
へ

○
上
赤
星
老
人
会
/
(

タ
オ
ル
二
十
一

枚
・
雑
巾
二
十
八
枚
)

○
袈
裟
尾　
井
本
朝
一
(

金
l

封
)

老
人
ホ
. 
­
ム
ふ
じ
の
わ
荘
へ

○
迎　
町　
坂
井
邑
純
(

歩
行
補
助
器

­
三
万
円
相
当
)

○
菊
池
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
婦
人
の
会

(
ベ
ン
チ
一
個
・
雑
巾
百
十
枚
)

ふ
る
さ
と
お
こ
し
基
金

○
藤　
田　
高
木
捷
八
郎
(

五
万
円
)

累　
計　
二
千
七
百
五
十
万
六
千
八
百

八
十
三
円

〔五月末現在〕

5
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票
〆
葉
葉
葉
譲
葉
譲
葉
事
業
%
董
ぷ

、く

萱　文化会館匂主事裳
、く

∃3歪毒≪;a
三塁悪天/i¥­;U

D参加資格　菊池而言四水臥t城

ざ、

><
、it

­sl.

j<
1<

蝣><

>・・

:;、

­　　　　　　　　　　　　　　　1　　­

ヽ<

票　　ブル­プ
蝣-H :朝亘-サ1~　　　　　　　　　・　　・

蛋　　合、予選により選出します)
要　>応募期間6322B(土ト7月7Ej
メ

蓋　　　　(B)午後5時まで
票　D曲　　目　同祭実行委員会で選hJ
婆　だ「きくち童謡祭100選」の中か
妻　ら選曲して下さいo
蓑　　　　※詳しくは、文化会館
'<　　　　　　　　(℡⑳1 1 01)へ。
毎払浅鍋て­Z。tJj、し、t,,、し紙幣も搬mm:㈱梯

～

税
務
職
員
と
し
て
︑
国
税
の
仕
事
に
従

事
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

▽
受
験
資
格　
昭
和
四
十
六
年
四
月
二

日
か
ら
昭
和
E
I

十
九
年
四
月
l 
R
ま

で
に
生
ま
れ
た
方

▽
申
込
書
の
受
付
期
間

七
月
三
日
㈱
～
十
日
的

※
詳
し
­
は
︑
菊
池
税
務
署
(

℡
⑮
2

H
C
N
r　

へ
︒

砂
利
採
取
業
務
主
任
者

▽
日　
時　
七
月
三
十
1
日
㈹
午
前
十

時
～
十
二
時

▽
場　
所　
県
職
員
会
館
む
つ
み
荘

▽
試
験
の
方
法　
筆
記
試
験

▽
試
験
科
目

・
砂
利
の
採
取
に
関
す
る
法
令

・
砂
利
の
採
取
に
関
す
る
技
術
的
な
事

項
(

基
本
的
な
土
木
お
よ
び
河
川
工

学
に
関
す
る
事
項
を
含
む
)

▽
受
験
手
続

・
受
験
願
書
の
受
付
期
間
等

七
月
一
日
㈲
～
十
二
日
㈲

た
だ
し
︑
郵
送
に
よ
る
場
合
は
七
日

十
二
日
ま
で
の
消
印
が
あ
る
も
の
に

限
り
受
け
付
け　
(

土
・
日
は
除
ノ
↓
)

な
お
︑
受
け
付
け
時
間
は
午
前
八
時

三
十
分
­
午
後
五
時

・
提
出
書
類

m
業
務
主
任
者
試
験
受
験
願
書

仰
履
歴
書

州
写
真
(

申
請
前
六
カ
月
以
内
に
撮
影

し
た
無
帽
︑
正
面
︑
上
半
身
無
背
景

の
手
札
型
の
も
の
で
︑
そ
の
裏
面
に

撮
影
年
月
日
︑
氏
名
お
よ
び
年
齢
を

記
載
し
た
も
の

山
受
験
手
数
料　
受
験
願
書
提
出
の
と

き
に
︑
熊
本
県
収
入
証
紙
に
よ
り
六

千
百
円
を
納
付
す
る
こ
と

・
受
験
願
書
の
請
求
先
お
よ
び
受
け
付

け
場
所

〒
8
6
2　

熊
本
市
水
前
寺
6
丁
目

1 
8
番
1
号　
熊
本
県
商
工
観
光
労
働

部
工
業
振
興
課
(

℡
o
o
c
0
­
­
c
o
c
c

3
­
­
>
­
'
­
I
I
­
i
1
­
l
l
­
1
)　

へ
.

6

蘭
圏

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種

冒
同
校
卒
業
程
度
】

▽
受
験
資
格　
昭
和
四
十
三
年
四
月
二

日
(

税
務
は
昭
和
四
十
六
年
四
月
二

日
)
­
昭
和
四
十
九
年
四
月
一
目
生

­>'C. 
",­'.冒

▽
申
込
受
付
期
間

七
月
三
日
困
­
十
日
的

▽
第
一
次
試
験
日　

九
月
二
十
九
日
価

▽
問
い
合
わ
せ　

人
事
院
九
州
事
務
局

(℡OoxM­̂
CO'­H­C­C­OOCO)

へ
︒

税
務
職　

員

国
家
公
務
員
採
用
m
種
試
験
(

税
務
)

に
合
格
し
︑
採
用
さ
れ
ま
す
と
︑
税
務

大
学
校
普
通
科
に
入
校
し
ま
す
o 
l

年

間
税
務
の
専
門
教
育
を
受
け
︑
そ
の
後
へ

≡"iiKr.iiiwn示t市長早起き野球大会

▽
開　
会　
七
月
七
日
㈲

▽
参
加
資
格　
六
月
一
日
現
在
︑
市
内

居
住
者
ま
た
は
本
市
内
の
職
場
に
勤

務
し
て
い
る
人

▽
参
加
料　
五
千
円

▽
締
め
切
り
日

七
月
二
日
㈹
午
後
五
時
ま
で

▽
監
督
会
議　
七
月
四
日
㈱
午
後
七
時

半　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
内
社
会
体
育

課(℡⑳OOoJO)　
へ︒●

大好評
&­J芳­さきヨjを増刷

­菊池のPRにご利用下さい­

好
評
に
お
こ
た
え
し
て
︑
カ
ラ
ー
名
刺
「
菊

池
公
園
・
菊
池
渓
谷
・
御
松
唯
子
御
能
」
の
三

種
煩
を
増
刷
し
ま
し
た
O

皆
さ
ん
l

人
ひ
と
り
が
地
域
の
P
R
マ
ン

(
ウ
ー
マ
ン
)　

と
し
て
︑
交
流
な
ど
に
活
用
し

て
頂
き
︑
本
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
ご
協
力

下さい︒

▽
l

セ
ッ
ト　
百
枚
一
三
種
類
を
交
ぜ
て
)

▽
価　
格　
三
百
円
(

台
紙
の
み
)

▽
お
求
め
先　
市
企
画
開
発
課
広
報
広
聴
係

^
御
松
磯
子
御
能

地
球
に
や
さ
し
く
­

こ
の
広
報
紙
は
︑
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
O


